
                                             

 

令和 7 年度第 4 回ゆいまーる習志野介護老人福祉施設 

運営推進会議次第 

 

日時 ；令和 7 年 11 月 11 日（火） 11：00～11：40 

場所 ；ゆいまーる習志野地域交流スペース 

参加者；岡様、伊藤様、山下様、立石様、東海林様 

    白川施設長、長谷川主幹、増嶋相談員 

1、はじめに 

ゆいまーる習志野介護老人福祉施設 施設長 白川 久雄 

2、状況報告 

・利用状況 

・事故件数 

・指導監査報告 

・日常の様子・行事について 

3、現場見学 

4、質疑応答、ご意見要望等 

5、おわりに 

・ゆいまーる習志野介護老人福祉施設 主幹 長谷川 千恵子 

 

 



                                             

 

R7.11 ゆいまーる習志野 地域密着型介護老人福祉施設運営推進会議  

担当者：ゆいまーる習志野地域密着型介護老人福祉施設   

相談員 

 

① 利用状況 

月 
在籍者延

人数 

実利用者

延人数 
稼働率 

平均 

介護度 
新規入所 退所 

9月 576人 548人 91.3％ 3.97 1人 1人 

10月 612人 546人 88.0％ 4.06 1人 0人 

 

② 事故件数 

月 転倒 骨折 その他 

9 月 0 件 0 件 0 件 

10 月 0 件 0 件 1 件 

（事故内容） 

10月 転落 1件 

・事故状況 6：40 センサーマット反応あり。職員他利用者の対応中だったため、対応を終えてから居室へ向

かうとベットサイドで尻もちをついていた。 

・事故原因 センサーマット反応後すぐに居室へ向かうことが出来なかったことが原因と考えられる。 

・対策    1.起きだした理由として目が覚めたことで自ら起きだしたことが考えられる。本人の生活リズムを

把握し起床介助の時間を検討、調整していく。 

 

③ 指導監査について 

10 月 16 日千葉県習志野市健康福祉センターより指導監査が入り、下記の内容指摘ありました。 

1. 令和 6 年度より歯歯科医師または歯科医師の指示を受けた歯科衛生士による、施設職員への口腔衛

生管理に関する技術的な助言・指導の実施（年 2 回以上）が義務化された。歯科協力病院契約書に上

記内容を追記すること。口腔内評価を 1 カ月に 1回実施すること。 

2. 感染症ＢＣＰのマニュアルについて内容がコロナウイルスに特化している為、感染症全般としてマニュアル

を作成すること。 

指摘事項については順次改善に向け取り組んでいるところです。 

 

④ 国勢調査について 

10 月総務省により 5 年に 1回の「国勢調査」が実施されました。当施設にご入居中の方につきまして

も、普段ご本人がお過ごしになられている場所での調査報告が必要とされており、令和７年１０月１日現

在で以下に該当する方は、入居先である当園で国勢調査を提出させて頂きました。 

■入所期間が３か月以上の方 

■入所期間が３か月未満であるが、３か月以上入所する見込みの方 



                                             

 

⑤定期健診について 

10 月全利用者様を対象に年に一度のレントゲン検診を行いました。 

 

⑥レクリエーション報告 

・9 月敬老会 今年の敬老会はコロナ前と同様に 1 階福祉交流スペースにて行いました。ボランティアの神

楽太鼓様のご協力を得ながら太鼓の演奏や獅子舞の演武、また職員や日中一時支援のご利用者による出

し物。昼食にはお祝い膳をご用意し敬老の日をお祝いいたしました。 

 

 

・10 月ハロウィン 職員が仮装してご利用者様にお菓子を配って回りました。ちょっとしたイベントでしたが楽し

んでいただけように思います。 

 

・文化祭 文化祭に向け習字や塗り絵、またちぎり絵等の作品作りに取り組んでいただきました。出来上がっ

た作品は 1階エレベーター前に掲示しご利用者様に鑑賞していただいています。 

 

 


